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業務内容の全体像
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報告書の作成

調査・分析結果のま
とめ

 ロボット関連企業が直面している（今後直面し
うる）課題の整理

 オープン開発PFを実現した際に克服できる課題
と効果の提示

（３）我が国ロボット産業の基盤強化に向けた検討会の開催（全3回）

• 検討会の組成

• 検討会の事務局運営（日程調整、会場設営、議事次第等資料作成、議事録・議事要旨作成、構成員
への委託・謝金等の事務作業、等）

（１）ロボット・アプリケーション
創出に係る課題等の整理

（２）関連企業が協調して取り組むべき
施策と実施方法の提示

 オープン開発PFの構築・利活用に向けて協調し
て取り組むべき施策と推進方策の提示

有識者インタビュー／ディスカッション実施

我が国ロボット産業の基盤強化に向けた検討会を開催し、ロボット・アプリケーション創出に係る
課題等を整理した上で、関連企業が協調して取り組むべき施策と実施方法を整理した











PwC

ロボット関連企業が直面している（今後直面しうる）課題
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ロボット関連企業（ロボットメーカーやロボットSIer、ロボット関連ソフトウェア企業等）が個々
に直面している、または今後直面し得る課題を整理した

※ロボットメーカー、システムインテグレーター（ＳＩｅｒ）、ロボットユーザー企業等へのヒアリングや、検討会議論結果に基づきPwC作成
*1・・・伝統的市場：本調査では、少品種大量生産を中心とした現場において、特定の動作を繰り返す作業に最適化されたロボットの市場と定義。

ロボット
ユーザー企業

ロボットSIer

ロボット関連
ソフトウェア企業

ロボットメーカー

事前検討／企画構想／仕様定義 設計（基本・詳細）／製造／納入前テスト 保守／点検

• 未活用領域では、顧客からの要求が高い・多い

• ロボット活用に関する知見がなく、要求仕様を固め
られない。

• ユーザー企業で、検討／構想の工数を負担するこ
とは難しい

• 顧客からの高い要求を調整するため、事前検証な
どの工数が膨らむ

• 最新技術は実績がなく、事前検証や要求レベルの
調整が必要になる。

• 未活用領域は、既存品をカスタマイズして対応して
おり、コスト増の傾向にある。

• ロボットに知見があり、保守対応できる担い手がい
ない。

• ワーク・段取りの仕様変更が多いため、システムの
変更の頻度とバリエーションが多い。

• 扱う商品・品種が変化する度に設定変更だと生産
性が落ちる。

• スクラッチでの開発となり、導入までに時間と費用を
要する。

• 製造／導入コスト（ハード代金、SIコスト含む）が合
わない。

• ユーザー企業の高い・多い要求に対して、処理スピ
ードと品質のすり合わせが必要になる。

• 要求に応えるため、様々な技術・製品の組合せが
求められる

• 同業界、同工程でも要求レベルが異なりスクラッチ
開発となる。

• ソフトウェアとアーム制御に関する互換性や、要求
に合わせたハンドなど都度設計／開発が必要とな
り、時間と工数がかかる。

• 保守対応において、遠方だと移動等の費用がかさ
み、ベンダーの負担が大きい。

• 扱う商品・品種に合わせてハンドを組み替えて動作
させるには再度設計から行う必要があり、追加で工
数がかかってしまう。

• ハードウェアメーカーに合わせたソフトウェアを個々に提供しているため、汎用性がない。
• ソフトウェアの内容は変わらないが、各ハードウェアで接続する方法が異なるため、接続するハードウェアそれそれに対して動作／接続性の検証を行う必要がある。

• 伝統的市場*1に向けたハードウェアの提供が多く、それらは新たな領域にとってスペックやコストが合わず、ユーザーに受け入れられない。
• 非リアルタイム層のみ制御が可能なため、力覚制御等が必要となるユースケースへの活用が拡がらない。
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オープン開発プラットフォームへの要求事項
ユーザーがロボットに不慣れ、要求が高い/多い、市場が小さい等の特徴をもつロングテール市場で
は、従前から潜在するロボットSIに係る課題の克服が一層重要である。このため、ユーザーフレン
ドリーなロボット開発とコスト低減のためのモジュール化が不可欠であり、これを実現するために
は、以下の機能を備えた開発環境が必要と考えられる
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• データ共有とその仕組みの提供
• 現場ニーズの共有とその仕組みの提供

• 自社・他社ソリューションの相互利用可能な機能の提供
• 既存ソリューションやパッケージの流用可能な機能の提供

• 幅広いソリューションラインナップを提供
• 高頻度でアップデートされたモジュールを提供

• 過去成果のモジュールを提供モジュールの十分な
ラインナップ

モジュール開発者間
での相互情報共有

• ハードウェア/ソフトウェア間、ソフトウェア間の互換性を確認する
仕組みの提供

• ハードウェア切り替えによるソフトウェアへの影響を抑制する仕組
みの提供互換性の担保

• プラグアンドプレイでロボット構築が可能な仕組みを提供
• モジュールの組み合わせが簡単に可能な開発環境を提供

• 特定用途のリファレンスモデルを提供
• PF・モジュールの利用範囲、条件、影響範囲を定義

簡易にアプリ
構築可能

• ロングテール市場に合うハードウェアの提供
• リアルタイム層への制御が可能なハードウェアの提供

新たなハードウェアの
提供

• 安価に短期間で自動化範囲の認識合わせが可能な機能の提
供

• 簡易的にロボットの要求仕様を定義可能な機能の提供

• 機器・モジュール構成ごとに必要なコストを定義
• ロボット導入後をイメージできる機能の提供
• 直観的で操作しやすいオペレーションが行える機能の提供

ユーザー・SIの
活用意欲向上

• 信頼性担保のために認証制度を提供
• 商用利用可能な品質でのモジュール・機能の提供

• OSSの不足機能を補ったモジュール・機能の提供
品質・信頼性の確認

• 先進技術・技術進化へ適応できる環境の提供・維持管理技術進化への対応

• プレイヤーが集まるコミュニティの形成（グローバル）
• 継続的なコミュニティの運営コミュニティ形成

ロボット導入コスト
の削減が可能

品質確認された
機能を利用可能

簡単にロボット導入
／運用が可能

新
た
な
オ
ー
プ
ン
な
開
発
環
境

持続的な運営

※NEDO「ロボット技術の導入効果分析及びロボット導入高効率化の手法に関する調査」結果より引用
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ロボティクス2.0の世界ロボティクス1.5の世界

②リアルタイム制御まで含めたモジュール化によって
創出されるユースケース

①モジュール化によって創出されるユースケース

• 建築業• 製造業(変種変量、脱専用化)• 建築業• 製造業(変種変量、脱専用化)想定分野

• 内装工事（吹付 等）• 配線・布線作業
• 研磨・研削作業
• 検品・梱包

• 運搬• 工程間搬送（ﾛｰﾄﾞ・ｱﾝﾛｰﾄﾞ含む）
• 検査・検品

想定ユースケース
（例）

• －• 柔軟物(ケーブル取扱)• －• 多品種想定対象物

• 屋外
• 環境変化：大

• 屋内
• 環境変化：小

• 屋内／屋外
• 環境変化：大

• 屋内
• 環境変化：小

想定環境

• 大• 中• 大• 中移動の必要性

〇〇〇〇標準的ロボット
システム構成

〇〇〇〇モジュール化

〇〇〇〇製品間の接続性

〇〇〇〇動作担保

○
高度な力制御等が必要

○
高度な力制御等が必要

△
現行技術の延長

△
現行技術の延長

AI等の新たな制御技
術の必要性

〇〇△
現行技術の延長

△
現行技術の延長

リアルタイム制御の要
求の程度

ティーチング、シミュレーション、AI活用の高度化が必要

ロボティクス1.5、2.0で想定されるユースケース
ロボティクス1.5ではモジュール化によって創出されるユースケース、ロボティクス2.0ではリアルタ
イム制御まで含めたモジュール化によって創出されるユースケースが想定される
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検討会の位置づけとスケジュール
我が国ロボット産業の基盤強化に向けた検討会として、下記位置づけ／スケジュールにて開催した

未活用領域であるロングテール市場への活用推進に向けて、新たなロボットシステムおよびその開発基盤の在り
方やその実現のための協調施策について、議論および業界としての共通認識の醸成を目的とする。

位置づけ

スケジュール

検討事項日程#

 検討会の位置づけとスケジュール
 ロボット未活用領域へのロボット活用における課題へのご意見伺い
 新たなロボットシステムの開発基盤への期待へのご意見伺い
 想定されるロボットシステム開発基盤へのご意見伺い

2回に分けて実施
・2024年12月18日
・2024年12月26日

第1回

 ロングテール市場に必要な開発基盤の重要成功要因へのご意見伺い
 重要成功要因・実現のための協調施策および留意点へのご意見伺い

2025年1月29日第2回

 重要成功要因・実現のための協調施策について賛同の確認
 協調施策を推進するための体制の在り方についての合意

2025年2月14日第3回
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検討会 構成員名簿

国立研究開発法人産業技術総合研究所情報・人間工学領域インダストリアルCPS研究センター研究センター長谷川民生座長

川崎重工業株式会社事業者(50音順)

セイコーエプソン株式会社

株式会社ダイヘン

株式会社デンソー

ファナック株式会社

三菱電機株式会社

株式会社安川電機

ヤマザキマザック株式会社

国立研究開発法人産業技術総合研究所情報・人間工学領域研究企画室研究企画長安藤慶昭有識者(50音順)

東京大学大学院情報理工学系研究科創造情報学専攻教授岡田慧

経済産業省製造産業局産業機械課ロボット政策室関係省庁

東京大学名誉教授佐藤知正オブザーブ(50音順)

ロボット革命・産業IoTイニシアティブ協議会事務局長芹沢哲

大阪大学 大学院基礎工学研究科原田研介*1

京都大学 情報学研究科 教授森本淳*1

国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構 AI・ロボット部

株式会社HCI*1

株式会社LexxPluss*1

*1:第3回のみご参加いただいた方
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調査結果総括

本事業を通じて得られた結果に基づき、オープン開発プラットフォーム組成に向けた研究開発事業
の推進が重要である

ロングテール市場への取組の方向性

• ロングテール市場の裾野拡大に向けて、国内ロボットメーカーが有する競争力を発揮、推進することへの重要性

• ロングテール市場の裾野拡大に向けて、ロボット産業全体で取組むことへの必要性

• ロングテール市場の裾野拡大に向けて、品質・性能が可視化されたオープンな開発環境の重要性

• ロングテール市場のユースケースを大別して、ロボティクス1.5からロボティクス2.0に向かって取り組むことへの重要性

• ロングテール市場の裾野拡大に向けて、マーケットプレイスへの登録者と利用者のエコシステム形成（スタートアップ含む）への重要性

プラットフォームが満たすべき要件

• サブシステム／モジュールを活用して簡単にロボットシステムの組上げができること

• 様々なハードウェアとソフトウェアが相互接続可能な仕組みがあること

• AIを活用したシステム構築や運用ができること

• セーフティ／セキュリティが担保可能なサブシステム／モジュールが提供できること

• ロボットシステムの保守／運用業務を支援する仕組みがあること

プラットフォームの運営体制が満たすべき要件

• 一つの組織の意向に偏らない中立性が担保され、実績等から本取組の実現性が高く、長期的な運営を見据えた高い事業性を有すること








